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今後の展望

風味・香りがある茶葉粉末加工の
実現に向けた真空セパレータの導入

多
様
な
素
材
に
活
用
で
き
る

「
低
温
真
空
抽
出
法
」（
真
空
固
液
分
離
技
術
）に
よ
り
、

メ
ー
カ
ー
の
商
品
開
発
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト

平成30年度補正
事業類型／小規模型
　　　　  （設備投資のみ）

株式会社アンシェルブ

　社名の「アンシェルブ（unshelve）」は「棚上げしない」
という意味で名づけました。今、地域社会や農業等が直面
している問題を棚上げせずに考えていく。そのアプローチ
の一つとして、今まで無駄に捨てられてきた地域資源を「価
値あるもの」に変えていきたいという思い。これは、農業
や林業などの一次生産者が集まって始まった当社のスタート
地点でもあります。
　当社が行う真空固液分離は、素材が含有する水分を使っ
て蒸留するため、余計な水を加えません。何も足さないし、
何も減りません。究極的には、「そこにしかない香り」をも
長期保存して、香りと思い出がつながるような商品も可能に
なるかもしれません。それくらい大きな可能性を秘めた技術
だと考えています。
　廃棄している資源や眠っている資源などがありましたら、
お気軽にご相談ください。自然乾燥や一般的な機械乾燥を
させると、成分が空気中に蒸発し、目に見えない損失が生
じている可能性があります。適切な処理を行えば、現在か
かっている廃棄コスト以上の高付加価値な新製品が生まれ
る可能性があります。

　
補
助
事
業
に
よ
り
導
入
し
た
設
備
は
、「
低
温
真
空
抽
出
法
」（
真
空
固
液
分
離
）
と
い

う
技
術
を
用
い
て
お
り
、
茶
葉
以
外
の
素
材
に
も
活
用
で
き
る
も
の
で
す
。
こ
の
設
備
を

使
用
す
る
と
、
植
物
や
野
菜
・
果
物
等
に
対
し
て
、
成
分
を
損
な
う
よ
う
な
熱
乾
燥
処
理

を
経
ず
に
、
固
体
（
乾
燥
物
）
と
液
体
（
生
体
水
）
に
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
得

ら
れ
た
乾
燥
物
は
水
分
率
が
限
り
な
く
０
％
に
近

く
、生
体
水
に
は
酸
素
が
混
入
し
て
い
な
い
た
め
、

ど
ち
ら
も
長
期
保
存
が
可
能
で
す
。

　
風
味
や
香
り
を
残
し
た
茶
葉
粉
末
の
製
造
技
術

に
留
ま
ら
な
い
、
多
様
な
素
材
に
活
用
で
き
る
真

空
固
液
分
離
の
技
術
を
得
た
こ
と
が
、
今
回
の
補

助
事
業
の
最
も
大
き
な
成
果
だ
と
言
え
ま
す
。

　
今
後
期
待
で
き
る
展
開
と
し
て
、
化
粧
品
メ
ー

カ
ー
や
日
用
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
、
ヒ
ノ
キ
、
ク
ス

ノ
キ
、
サ
ク
ラ
、
バ
ラ
と
い
っ
た
様
々
な
素
材
の

固
液
分
離
業
務
に
つ
い
て
、
相
談
が
来
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
当
社
と
し
て
は
、
将
来
的
に
こ
の
真
空
固
液
分
離
の
技
術
を
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し

に
役
立
て
ら
れ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
間
伐
材
や
剪
定
枝
の
よ
う
に
、
無
駄
に
捨
て
ら
れ
て
き
た
地
域
資
源
に
焦
点
を

あ
て
、
そ
れ
を
価
値
あ
る
も
の
に
変
え
ら
れ
な
い
か
。
ま
た
、
現
在
市
場
に
出
て
い
な
い

よ
う
な
摘
果
品
、
野
菜
等
の
間
引
き
品
、
色
、

形
が
悪
い
規
格
外
品
、
Ｂ
級
品
な
ど
の
食
物

資
源
に
も
有
効
利
用
で
き
な
い
か
。

　
そ
の
よ
う
な
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
は
、

新
た
な
価
値
の
創
出
と
廃
棄
コ
ス
ト
の
削
減
を

も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン

ド
や
新
た
な
雇
用
の
創
出
な
ど
、
経
済
・
社

会
活
動
を
発
展
さ
せ
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
当
社
は
、
真
空
固
液
分
離
の
技
術
を
用
い

て
、
地
域
活
性
化
と
持
続
可
能
な
社
会
の
構

築
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地域や農業が直面する問題を棚上げしない。
今まで無駄に捨てられてきた地域資源を
「価値あるもの」に変えていきたい。
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株式会社アンシェルブ

　

当
社
は
、
米
や
野
菜
を
作
る
農
家
出
身
の
代
表
者
が
、

茶
農
家
や
林
業
を
営
む
友
人
た
ち
と
共
同
し
て
設
立
し
ま
し

た
。
甲
賀
市
で
日
本
五
大
銘
茶
に
数
え
ら
れ
る
朝
宮
茶
を

栽
培
し
、
野
洲
市
に
お
い
て
、
茶
葉
の
製
造
・
加
工
・
卸
販

売
の
事
業
を
展
開
。
当
初
は
、
売
上
の
９
割
が
卸
問
屋
向
け

の
茶
葉
卸
販
売
、
１
割
が
中
小
食
料
品
メ
ー
カ
ー
向
け
の
茶

葉
加
工
品
販
売
と
い
う
売
上
構
成
で
し
た
。

　
近
年
、
食
料
品
メ
ー
カ
ー
等
が
行
う
商
品
開
発
の
材
料

と
し
て
、
茶
葉
粉
末
へ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
当
社

も
粉
末
茶
で
業
績
拡
大
を
狙
い
ま
し
た
が
、
そ
の
前
に
は
２

つ
の
大
き
な
壁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
１
つ
目
は
、
粉
末
茶
を
作
る
過
程
に
あ
る
荒
茶
加
工
を
当

社
は
外
注
に
頼
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
業
界
慣
習
上
、
年
間

３
ヵ
月
し
か
受
け
て
も
ら
え
な
い
た
め
、
量
的
拡
大
に
は
限

界
が
あ
っ
た
こ
と
。
２
つ
目
は
、
朝
宮
茶
は
日
本
茶
の
な
か

で
も
風
味
や
香
り
が
特
長
で
す
が
、
従
来
よ
り
業
界
で
行
わ

れ
て
き
た
高
温
の
熱
乾
燥
処
理
を
伴
う
加
工
法
で
は
、
せ
っ

か
く
の
風
味
や
香
り
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
２
つ
の
問
題
点
の
解
決
方
法
を
探
索
し
て
い
た
当
社

に
と
っ
て
、
と
あ
る
機
械
メ
ー
カ
ー
社
長
と
の
出
会
い
が
大

き
な
転
機
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
会
社
が
製
造
・
提
供
す
る

「
真
空
セ
パ
レ
ー
タ
設
備
ユ
ニ
ッ
ト
」
は
、
真
空
状
態
を
作

り
水
分
の
沸
点
を
下
げ
る
こ
と
で
、
低
温
（
35
℃
～
40
℃
）

で
の
熱
乾
燥
処
理
を
可
能
と
す
る
設
備
で
す
（
素
材
が
含
有

す
る
水
分
を
蒸
留
さ
せ
て
、
乾
燥
物
と
水
分
と
に
セ
パ
レ
ー

ト
す
る
）。
こ
れ
を
導
入
す
れ
ば
、
荒
茶
加
工
の
内
製
化
の

み
な
ら
ず
、
生
茶
を
風
味
や
香
り
を
そ
の
ま
ま
に
加
工
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え
ま
し
た
。

　
補
助
金
の
交
付
決
定
後
、
早
速
に
設
備
を
導
入
し
動
作

試
験
と
サ
ン
プ
ル
製
作
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
朝
宮
茶
の
高

い
香
気
成
分
を
粉
末
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
飲
用
や
食
用
な
ど
の
嗜
好
品
と
し
て
広
め
て
い
く
に
は

ま
だ
一
定
の
課
題
が
残
っ
て
お
り
、
改
良
の
余
地
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、真
空
乾
燥
時
に
蒸
留
し
て
得
た
水
分
（
茶
生
体
水
）

は
、
茶
の
香
り
と
機
能
を
有
す
る
サ
ウ
ナ
ハ
ー
ブ
や
抗
菌
消

臭
ミ
ス
ト
と
し
て
商
品
化
し
ま
し
た
。

https://unshelve.jp

真空セパレータ設備ユニット

操作パネル

機械内部

蒸留装置


